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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第６区分
【発行日】平成27年5月28日(2015.5.28)

【公表番号】特表2014-513018(P2014-513018A)
【公表日】平成26年5月29日(2014.5.29)
【年通号数】公開・登録公報2014-028
【出願番号】特願2014-508652(P2014-508652)
【国際特許分類】
   Ｂ６７Ｄ   1/08     (2006.01)
   Ｂ６７Ｄ   1/04     (2006.01)
   Ｂ６７Ｄ   1/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６７Ｄ    1/08     　　　Ｚ
   Ｂ６７Ｄ    1/04     　　　Ｆ
   Ｂ６７Ｄ    1/14     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成27年4月7日(2015.4.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネックの周辺に略沿って延びる少なくとも１つの厚肉ネック部（１０２）を備えたネッ
ク（１０１）を有するプラスチック容器に管継手を固定するためのアセンブリであって、
　前記ネック（１０１）上に支持されるように構成された支持フランジ（１０５）を備え
た管継手本体（１０４）と、
　リングを形成するために互いに取り付けることができる少なくとも２つのリング部分（
１０６ａ、１０６ｂ）であって、前記容器のネック（１０１）の周りにおいて前記管継手
本体（１０４）の上に延在するように構成されると共に、前記厚肉ネック部（１０２）の
下に係合するように意図された突出部分（１１０）を内側に備えている少なくとも２つの
リング部分と、を有することを特徴とするアセンブリ。
【請求項２】
　前記少なくとも２つのリング部分の各リング部分（１０６ａ、１０６ｂ）は、前記突出
部分を形成するために該リング部分に成形されたリング区分（１０）を備えている、こと
を特徴とする請求項１に記載のアセンブリ。
【請求項３】
　前記管継手本体は、前記管継手本体を前記容器のネックに非回転に配置することができ
るように前記ネック（１０１）の複数の突出部を受容することができる複数の突出部受容
部分（１２１）を備えている、ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載のアセンブ
リ。
【請求項４】
　前記少なくとも２つのリング部分の各リング部分は、第１結合部分（１１１）と第２結
合部分（１１２）とを備え、前記少なくとも２つのリング部分の各リング部分の第１結合
部分は、前記少なくとも２つのリング部分を相互に取り付けるために前記少なくとも２つ
のリング部分の隣接リング部分の第２結合部分と協働するように構成されている、ことを
特徴とする請求項１から請求項３の何れか１項に記載のアセンブリ。
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【請求項５】
　前記少なくとも２つのリング部分の各リング部分の各第１結合部分は、前記少なくとも
２つのリング部分の隣接リング部分の第２結合部分にスナップ結合によって結合されるよ
うに構成されている、ことを特徴とする請求項４に記載のアセンブリ。
【請求項６】
　前記少なくとも２つのリング部分の各リング部分の各第１結合部分（１１１）は、この
リング部分の外側端部から外側に突出する弾性ロッキングアームを有し、前記少なくとも
２つのリング部分の隣接リング部分の各第２結合部分（１１２）は、前記ロッキングアー
ムをロックすることができる凹部を有する、ことを特徴とする請求項４又は請求項５に記
載のアセンブリ。
【請求項７】
　前記第２結合部分は、各リング部分の第１結合部分と同一であり、このリング部分の外
側端部から外側に突出する弾性ロッキングアームと、隣接リング部分の前記ロッキングア
ームをロックすることができる凹部とを有する、ことを特徴とする請求項４から請求項６
の何れか１項に記載のアセンブリ。
【請求項８】
　前記管継手本体は、周囲に沿ってプロファイル（１２４）を備え、前記少なくとも２つ
のリング部分は、前記容器のネック上に配置される管継手に対して前記少なくとも２つの
リング部分を非回転に位置決めするための相補的プロファイル（１１５）を備えている、
ことを特徴とする請求項１から請求項７の何れか１項に記載のアセンブリ。
【請求項９】
　前記管継手本体は、略円筒形直立ジャケット部分（１２３）を有し、前記プロファイル
は、このジャケット部分に設けられ、前記少なくとも２つのリング部分の１つ又はそれぞ
れのリング部分は、前記相補的プロファイルを備えた円筒形の内壁を備えた上側部分を有
する、ことを特徴とする請求項８に記載のアセンブリ。
【請求項１０】
　前記少なくとも２つのリング部分の１つの又はそれぞれのリング部分は、いずれの場合
においてもその外側端部にフック状要素（１１６ａ、１１６ｂ）を備え、前記管継手本体
は、その外側周囲に沿って各フック状要素のための突出部（１３０）を備え、この突出部
は、各リング部分を前記管継手本体に個別に取り付けることができるようになっている、
ことを特徴とする請求項１から請求項９の何れか１項に記載のアセンブリ。
【請求項１１】
　前記少なくとも２つのリング部分の各リング部分のための管継手本体（１０４）は、上
方突出部分を備え、各リング部分は、その外側端部に凹部を備え、この凹部は、各上方突
出部分を前記少なくとも２つのリング部分の隣接リング部分の隣接凹部に受容し、それに
よって前記管継手本体に前記少なくとも２つのリング部分を位置決めすることができるよ
うになっている、ことを特徴とする請求項１から請求項１０の何れか１項に記載のアセン
ブリ。
【請求項１２】
　前記管継手本体は、ポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ）、ポリエチレン（ＰＥ）又
はポリプロピレン（ＰＰ）から製造される、及び／又は、前記少なくとも２つのリング部
分は、ポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ）、ポリエチレン（ＰＥ）又はポリプロピレ
ン（ＰＰ）から製造される、ことを特徴とする請求項１から請求項１１の何れか１項に記
載のアセンブリ。
【請求項１３】
　請求項１から請求項１２の何れか１項に記載のアセンブリが取り付けられる容器であっ
て、
　前記ネックの周囲に略沿って延びる少なくとも１つの厚肉ネック部であって、その下に
前記少なくとも２つのリング部分の突出部分が延在する少なくとも１つの厚肉ネック部を
備えたネックを有し、
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　前記厚肉ネック部は、前記ネックと一体的に形成されたネックリング（１０２）であり
、
　前記管継手本体（１０４）の前記支持フランジ（１０５）は、前記ネックリング（１０
２）上に支持され、各ネックリング部分の前記突出部分（１１０）は、前記ネックリング
（１０２）の下に係合する、ことを特徴とする容器。
【請求項１４】
　前記容器は、好ましくは以下の材料、すなわちＰＥＴ材料、特にボトル等級ＰＥＴ、Ｐ
Ｐ材料、ＰＥ材料、ＰＥＮ材料の１つの材料から、ブロー成形によって、特に延伸ブロー
成形によって製造され、
　前記容器及び前記アセンブリは好ましくは、０．２５バールから１０．００バールの間
、好ましくは０．５０バールから３．５０バールの間にある加圧流体を保存するように構
成されている、
ことを特徴とする請求項１３に記載の容器。
【請求項１５】
　請求項１から請求項１２の何れか１項に記載のアセンブリにおける管継手本体の使用で
あって、前記管継手本体（１０４）は、容器のネック上に支持されるように構成された支
持フランジを備えている、ことを特徴とする管継手本体の使用。
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